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`AVerray
,ParfitGentilKnight'

TheKnight'∫Taleに お け る人 間 のnobility

後 藤 秀 子

IGeneralPrologueの 騎 士 像

CanterburyTalesの プロローグの中V'登場する人物のうち,ま ず第1

に紹介されているのは騎士であ り,物 語を1人 ずつ始めるにあたって,そ

の順番を くじで決めた時,最 初の話し手にあたるのも騎士である。当時の

身分階級か らいって,様 々の人 々から構成されている巡礼たちの中で,騎

士は最も身分の高い人物であ り,し か も人格を兼ね備え,最 初の話し手と

して最も適当な人物にあたった と,他 の巡礼たちは心から満足するのであ

る。

Anon to drawen every wight bigan, 

And shortly for to tellen, as it was, 

Were it by aventure, or sort, or cas, 

The sothe is this, the cut fil to the knight, 

Of which ful blythe and glad was every wight;

 (11. 842-846)

さて,こ うしてCanterburyTalesの 中 の最初 の物語,韻 文では最 も長

い物語が 語 り始 め られ る ことに なるのであるが,taleを 論 じてい く前

に,こ の語 り手であ る騎士 の姿に注意をむけてみたい。 とい うのは,ζ の

CanterburyTalesに お いて,taleと 語 り手 とい うものが 非常Y'密 接な関

係を持 ってい ると考え られ るか らであ る。いいか えるな ら,語 り手 の存在

を無視 して,taleの み を考 えることはで きないのであ る。そ こでtaleの

内 容Y'つ い ては,次 の章か ら論 じてい くことにして,こ の章におい ては,
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taleを 語 る語 り手,騎 士の姿を掘 りさげてい こ うと思 う。GeneralPrdogue

に 描か れてい る騎士 の 叙述 でまず一番に気 がつ くことは,彼 のchivalric

honorが,非 常YY1...強調 され ている ことであろ う。嫡 士Y'つ い ての叙 述 の半

分以上 が,そ の武勲 の列挙Y'さ れ てい る。しか もチ ョーサ ーは,こ の騎

士 の像 を よ り リア リステ イヅクにす るため,当 時の人hの 記 憶にまだ新 し
(ユ)

い戦いのあった地名を用いている。11世 紀から13世紀Y'か けて,華 々しく

行われた,十 字軍遠征一 それは結果 として中世封建社会の崩壊を もたら

すものであったが その当時ほどの騎士道の華やかさはもはやないとは

いx,過 去の栄光を夢見 る貴族たちY'Lとって,勝 利を納めた数々の戦いV'

参加し,そ の武勇をはせたとい うこの騎士は,ま さY'当時の騎士のかがみ

ともい うべき姿を,彼 らの胸に彷彿 とさせたであろう。

このように華 々しい武勲を持つ騎士ではあるが,'彼 の性格については,

その後に少し述べられ,`averray,par丘tgentilknignt'(真 に完全なる立

派な騎士)と 要約されているだ けである。 若い頃から騎士道の教育を受

け,数 々の武勲をたて,し か も物腰穏かで,礼 節を非常に重んじる騎士で

あることはわかるが,そ うい う騎士の姿は最後の6行 によって具体的な1

人の人間の姿をとって,読 者の胸に焼きつ く。

But for to tellen yow of his array, 

His hors were gode,  but he was nat gay. 

Of fustian he wered a gipoun 

Al bismotered with his  habergeoun  ; 

For he was  lath  y-come from his viage, 

And wente for to doon his pilgrimage.

(11. 73-78)

立派な馬に乗 ってはいるが(立 派な馬を持つ ことが立派な騎士としての

条件である)そ の身な りは実に質素で,遠 征か ら帰ったぼか りらし く汚れ

ているとい う。おそらくこの騎士は,戦 勝を感謝せんために,帰 国早 々,

ヵソタベ リーまでの,こ の巡礼に馳せ参じたのであろうことが容易に想像

される。 この騎士の数 々の華やかな武勇談を聴かされてきた読者は,こ の
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地 味 で誠 実 な騎士の姿の中に,真 に完全な る立派な騎士一averray,parfit

gentilknigntの 具 現を見 るのである。

とい うと ころで,こ の立派 な騎士 の語 る物語が どの ような ものか,以 下

の章 で論 じ てい くことにしよ う。,

II物 語の中の3人 の騎士

騎士 の語 る物語 は,チ ・一サ ーの他 の多 くの作品,ま た他の中世x学 の

CZ?

多 く と同じ く,原 典が他Y'あ る。ボ ッカチオの書 いたILTeseidaが そ れ

である。,しか しチ ョ・一サ ーは,・"/カ チ オの10,000行 近 い叙事詩 を2,250

行Y'短 縮 し てい る。 これには,も ちろん,CanterburyTalesと い う枠組

の中 にはめ 込 まねばな らない構成上 の理 由 もあろ うが,チ ョーサーが,こ

の物語を,単 な る壮大な一大叙事詩 の直訳 として扱 ったのではない とい う

内容的理 由 も考え られ よ う。 ここで ・ この物語 の主要人物 であ為,Pala-

mon,Arcite,Theseusの3人 の騎士Y'焦 点をあて,こ の騎士 の語 る騎士

の物語を論 じてい こ う。

1.PalamonとArcite

3人 の 騎士 の うち,2人 の主人公PalamonとArciteは,2人 を 対Y'

し て論 じよ う。 とい うのは,チ ョーサ ーは,こ の2人 のdissimilarityよ

りsimilarityの 方Y'重 点 をおいて2人 を描いている と思われ るか らで あ
(3/

る殳第1の 理 由として,2人 の性格描写 がは っき りと描 きわけ られ ていな

い ことがあげ られ る。2人 の性格分析,2人 の間の差異V'つ い て妹,今 ま

で多 くの研究がな され てきた。しかし2人 の間の性格 の違いは全 く微妙で

あ り,性 格描写の美事なチ ョーサーを思xぽ,こ の2人 は全 く同じタイプ

¢)人間 といえ よ う。 さらV'ん で,チ ョーサ ーは意図的に2人 を1対 とし

て扱 ってい ると思 われ る点ヵミい くつか ある。 これヵミ第2の 理由であ る。2

人が,戦 い終わ った戦場 で戦死者た ちの中か ら見つけ出 された時の描写 は

こ うである。

Two yonge knightes ligging by and by, 

Bothe in oon armes, wroght ful richely,
/
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 Of whiche two, Arcita hight that oon, 

 And that other knight hight Palamon.

 (11.  1011—.1014)

そして彼ら2人 は従兄弟である。

Astheythatwerenofthebloodroyal

OfThebes,andofsustrentwoy-born.

(11.10181019)

捕 虜 とな り,牢 に入れ られた2人 がElneley姫 を見 そめ,相 争 う様 も,

シ ン メ トリーに描かれ てい る。片方の独 白Yこは必ず もう片方 の独 白が対応

し,片 方 の言葉に応 じて,片 方が言い返 す とい うよ うY'。 語 り手は全 くこ

の2人 を,対 等に,1対 の 相争 う騎士 として扱 っているのであ る。 では,

そ うす るこ とに よ り,ど の よ うな効果が生み 出され ているであ ろ うか。2

人 は,愛 のためY'互 いに争い合 う,1対 の ライー¥ル,courtlyloversと し

て,こ の物語の1つ の焦点 とな っているのである。2人 は幽閉 された牢め

窓か らEmeleyを 垣 間見,た ちまちの うちに,恋 の虜 とな り,典 型的な

courtlylovers .と な るのであるが,こ の物語 の中Y'は,2人 を使 って,う

つ ろい易い恋愛(amor)に 夢 中になる ことの愚か しさが,あ ちこちY'`-RA

られ ている。

2人 の騎士が恋す る対象 のEmeleyで あ るが,・ 彼女 の登場 は,5月 の

朝早 く,5月 祭 りを祝お うと 起 き出して,庭 を散歩する とい う,非 常に

conventionalな 情 況においてであ り,そ の描写 も,百 合や,バ ラに喩え ら

れ,ro皿anteV'よ く見 られ る,人 間離れ した,単 な る偶像的な恋愛の対

象にす ぎない。 彼女は,ト ーナ メソ トの朝のDiana女 神 への 祈 り以外

は,一 言 もしゃべ っていない。Criseydeの よ うな,恋 す る女性 の心理 な

どは,彼 女Y`い て全 く描かれてお らず,彼 女は,ロ マンスのheroine

に 終 始 してい る。 このよ うに,2人 が命 がけで,得 ん もの と 欲す る女性

を,conventionalに,偶 像 的Y'描 くことY'よ り,2人 の,love-blinded-

nessY'対 す るironyが 感 じられ る。 この1人 の女性をめ ぐって,し

か もその女性 ほ,彼 らの ことも,彼 らが どれ ほど彼女を想 ってい るか も,
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つ ゆ 知 らな いのであるが 激 し く相争 うこの2人 の騎士 を,Theseusは

ironyを こ めで,次 のよ うY'評 す る。

Who may been a fool, but-if he love? 

Bihold, for Goddes sake that  'sit above, 

       

, • • • 

She woot namore of al this hote fare, 

By God, than woot a cokkow or an hare! 

                                    (11. 1799-1810)

またcourtlyloveに 特 有のlovemaladyも,conventionに の っとって

誇 張 されて 描かれている。 アテネを追われ,祖 国 テーベに帰 ったArcite

の 異 常なま での悲しみは,典 型的な10vemaladyと し て描 かれ ている。

Ful ofte a day he swelte and seyde  'alias,' 

For seen his lady shal he  never-mo. 

And shortly to concluden  al his wo, 

So muche sorwe had never creature 

That is, or shal, whyl that the world may dure. 

 (11.1356-1360)

この表現は最上級を用いてfictinの 世界を創 り出す,伝 統的な中世詩
(4)

法 のconventionに,の っ と っ て い る 。 こ の よ うな,異 常 な 焦 燥 の た め,

Arciteは 全 く人 相 ヵ竣 わ っ て し ま い,そ れ を 幸 い に,彼 は,見 つ か れ ば

殺 され る ア テ ネ に 戻 り,誰 に も 悟 ら れ ずY',Theseusの 宮 廷 に 仕 え る 身 と

な る の だ っ た 。 こ の よ うY',何 も 知 ら ぬ 女 性 へ の 死V'も の 狂 い の 思 い は,

皮 肉 を 混 じ え て 描 か れ,swornbrothersと し て,互 い に 助 け 合 う こ と を

約 束 し,忠 誠 を 誓 っ た 崇 高 な 騎 士 と し て の 契 りを 忘 れ 去 り,互 い に 憎 し み

争 い 合 う姿 を 語 りな が ら,・語 り手 は,愛 の 神CupidV'こ う呼 び か け る 。

OCupide,outofallecharitee!(1.1623]

こ れ は,`OCupid,lackinginallkindness!'と い う表 面 の 意 味 ぼ か り

で な く,Cupid、cupiditas(self-love),charitee-caritas(Christian

(5)

10ve)を 思 いお こさせる。2人 の騎士 の争いは,う つ ろい易いamorに

/
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盲 目と なる ことの愚か しさを 衷わ してい ると 考 えられ よ う。 そ して この

amorは ・2人 の立派 な騎士 としてのnobilityを 蝕 んで い くのであ る
。

nobilityが 失 われ てい く有様は,動 物の イメージを使 って,次 々に描か れ

る。義兄弟 として,堅 く忠誠を誓い合 った契 りも何のその,Emeley姫 を

見たその瞬間か ら2人 は,憎 しみをむ き出しにした仇 同志 とな り,Arcite

は,奇 し くも,牢 につ ながれた ままで決 して報わ れる ことめ ない2人 の恋

の争 いを,犬 が1つ の獲物を得 よ うと互いにいがみ合 う様 に喩 えてい る
。

We stryve as dide  the houndes for the boon, 

They foughte  al day, and yet  hir part was noon ; 

Ther cam a kyte,  whyl that they were wrothe, 

And bar awey the boon  bitwike hem bothe. 

                                 (11. 1177-1180)

こ うして互 いに憎しみ合 ううち,Arciteは 追 放 の身 とな り,Palamon

の 方 も,牢 か ら 脱獄 して,2人 は 町はずれ の 森で 偶然再会 し,互 いに

Emeleyへ の気持 が,さ らに激 し く なっているこ とV'怒 り狂い,決 闘す

る。2人 の争 いは熾烈 で,Palamonは ラ イオンに,Arciteは 虎 に,そ れ

ぞれ喩え られ,2人 の争 う様は,野 豚が泡を吹いて相争 う様子に喩 え られ

てい る。 そ こY'来 あわ せたTheseusも2人 の争いを野豚の争いの ように

思 う。 一

Thou mightest wene that this Palamoun 

In his fighting were a wood leoun, 

And as a cruel tygre was  Arcite  : 

As wilde bores gonne they to smyte, 

That frothen whyte as foom for ire wood. 

                                   (11. 1655-1659) 

He was war of Arcite and Palamon, 

That foughten breme, as it were bores two; 

                                   (11.  1698—.1699)

そしてTheseusの 催 す大 トーナ メ・ン ト,2人 の騎士が,互 いに100人 の

騎士を率 いて闘い合 い,勝 者がEmeleyを 獲 得する とい う大試合 が行われ
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る。 この闘 いにおいて も,再 びPalamonは,ラ イオソに,Arciteは トラ

に喩xら れ ている。 激しい戦 いの末,Arciteが 勝 利を納め るが,不 慮の

事故 で落 馬 し,勝 利 の喜 び も束 の間,つ いに死んでし ま う。彼に よって,

愚 か し くも哀れな2人 の争いのescalationV'も 終 止符が 打たれ るbこ の

よ うに,獣 性 をむ き出しに した2人 の争いは,彼 らの,騎 士 として,人 間

としてのnobilityを 侵 した のであ ったが,運 命,神 々のいたず らに翻弄 さ

れ て も,2人 の本質はnobleknightで あ った。 このnobilityは,獣 のよ う

V'激 し く憎 しみ合い,争 い合 う2人 の間に,時 折チラ リと顔 を覗かせる。

森 で7年 ぶ りに再会した時,Palamonは 武 器を持 っていなか った。Arcite

は怒 りに剣を抜 きなが らも,騎 士 として,彼 を殺す ゐを思 い留 ま り,翌 日

の決 闘),r備},武 具 と食物や衣類 を届け させる。そ して立会人 もいない決

闘の 日,2人 は互いに武具を身につけるのを,真 の兄弟 のよ うに手伝い合

うのであ る。

But, for as muche thou art a worthy knight, 

And wilnest to  darreyne hir by batayle, 
Have heer my trouthe, to-morwe I wol nat fayle, 
With-outen witing of  4ny, other wight, 
That here I wol be founden as a knight, 
And bringen harneys right y-nough for  thee  ; 
And chees the beste, and leve the worste for me. 
And mete and drinke this night wol I bringe 
Y-nough for thee, and clothes for thy beddenge. 

                                (11. 1608-1616)

But streight,  with-oaten word or rehersing, 

Everich of hem halp for to armen other, 

As freendly as he were his owne  brother  ; 

                                  (11. 1650-1652)

2人 の争いが エスカ レー トし,そ して急転直下,悲 劇的なArciteの 死

とい う高価 な犠牲 を払 って,結 末が もた らされた時,2人 は,ま るで うっ

ば りが取れた よ うに,悪 夢か ら覚めた よ うに,nobleknightV'戻 る。死

の床V'臨 んだArcitはPalamonを 立 派 な騎士 として讃 え,そ うす るこ
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とV'よ って,自 分 も立派な騎士 として死んでゆ く。

I have heer with my  eosin Palamon 

Had stryf and  rancour, many a day a-gon, 

For love of yow, and for my Ielousye. 

And  Iupiter so wis my soule gye, 

To speken of a servant proprely, 

With alle circumstaunces trewely, 

That is to seyn, trouthe, honour, and  knightliede, 

Wisdom, humblesse, estaat, and heigh kinrede, 

Fredom, and al that longeth to that art, 

So  Iupiter have of my soule part., 

As in this world right now ne knowe I non 

So worthy to  ben loved as Palamon, 

That serveth yow, and wol don al his lyf. 

And if that ever ye shul been a wyf, 

Foryet nat Palamon, the gentil man. 

                                 (II. 2783-2797)

1

　

ロ

この ように,本 来立派 な騎士で あるこの2人 は,恋 愛に よって(そ れは

今 まで見てきた ようV',皮 肉 な眼 で描かれ てい る)nobilityを 失 い,1っ

の 獲物をめ ぐって 醜 く相争 う,獣 と化してしまったのである。 彼 らの こ

の,混 沌 とした争い 之,結 末を もた らし,再 びnobilityを 取 り戻 させたの

はTheseusで あ った。

2.Theseus

Theseusは,こ の物語 の中で,典 型的な立派 な騎士 として描かれ てい

る。彼についての叙 述には,`genti1'`worthy'`noble'と い ったす く・れた

騎士を表わす形容がふんだんに用い られている。(い ずれ も現在 の`noble'

に 相 当す ると考 えて よい だろ う。)最 初 か ら,少 し例 を拾 ってみ ると。

34

Lete I noble duk to Athenes ryde, (1. 873) 

This gentil duk doun from his courser sterte (1. 952) 

That Theseus, the noble conquerour. (1. 998) 

Whan that this worthy duk, this Theseus, (1. 1001) 

                                     (Italics mine)



1

`AVerray
,ParfitGentilKnight'

とい っテヒ具合 である。PalamonやArciteに 使 われ た動物の イメージは,

彼V'関 し て 全 く使 われてお らず,敢 えて 挙げ るな ら,彼 は反対Y',半 人

半獣の怪 物Minotaurを 征 伐 した英雄であ る。PalamonとArciteが,囚

人 として,ま た憎 しみ争い合 う恋仇 として,愚 か し く,不 幸な 日々を送 る

のに対 し,Theseusは 王 として,立 派な騎士 として,美 しい后 とその妹

と共に,万 民 に愛 され,幸 福 の うちy`生 を送 るの である。 まさに,`a

verrayparfitgentilknight'と4・ え よう。

では,先 ほ ど例を挙げた ように,`gentil'`worthy'`noble'と 形 容 され

るTheseusを 通 し て,nobilityは 実 際 どのよ うに 描かれているだろ う

か。

i
遠 征が らの帰途,Theseusは,喪 服を着 て嘆 き悲 しむ未亡人 たちの一団

に会 う。彼女 らは,テ ーベ の暴君に,王 や貴族で あった夫 を殺 され,今 も

そのな きが らを辱 しめ られ てい るとい う。Theseusは 非 常V'哀 れ んで,

彼 女たち のために,で きるだけの ことをしよ うと誓 う。

This gentil duk doun from his courser sterte 

With herte pitous, whan he herde hem speke. 

Him thoughte that his herte wolde breke, 

Whan he saugh hem so pitous and so mat, 

That whylom weren of so greet estat. 

And in his armes he hem alle up hente, 

And hem conforteth in ful good entente; 

And swoor his ooth, as he was trewe knight, 

                                     (11. 952-959)

女性に対 しての礼節,身 分高い者の没落 した姿に対す る同情,正 義 のた

めの戦い,と い った,中 世騎士 の理想像 が ここに見 られ る。また彼は,生

ぎ残 った2人 の テーベ貴族PalamonとArciteを 終 身牢 につないだ もの

の,友 人Protheusと の友情 に免 じて,寛 大にArciteを 身 代金 もとらず

に,2度 とアテ ネに戻 ることも,彼 に反逆す る こともない よう誓わ して釈

放 する。7年 後,狩 に出かけたTheseusは,誓 い を破 りアテネに戻 って

来たArciteと,彼 の牢か ら脱獄 したPalamonが,騎 士 としての慣習を

35



`AV
erray,ParfitGentilIくnight'

守 らず,立 会人 も置かず,2人 っき りで決 闘しているのを見つけ大い に怒

る。しかし理 由を きいた後Emeleyた ち が,涙 を流 して,彼 ら2人 の許

しを願 うと,慈 悲 深いThesueの 心 は動か され,和 らいで くるので あっ

た。 ・

And on hir bare knees adoun they falle, 

And wolde have kist his feet ther-as he stood, 

Til at the laste aslaked was his  mood; 

For pitee renneth sone in gentil herte. 

                                 (11. 1758-1761)

そ してこの2人 に,ト ーナ メソ トで勝 った者 にEmeleyを 与 え る とい

う寛大な処置を とる。そ して,ト ーナ メン トは,Theseusの 寛 大 さ,慈

悲深 さを充 分Vこ反 映 してい る。 出費をい とわぬ立派な 競 技場 と 神殿 の建

設,集 って来 た騎士 たちへ の歓待,ト ーナ メン トで死者が出ないため の工

夫,勝 者に も敗者に も差 別を しない心 づか い。 こうい った,非 の打 ち どこ

ろのない立派 な名君 としてのTheseusの 態 度が,次 々と語 られ る。 この

よ うY',nobilityと は礼 節,武 勲,寛 容,忠 誠,慈 悲 といった徳 を表 わし

ていると言 え よう。
(6)

このnobilityの 生 み出す ものはorder(秩 序)で ある。nobleknightで

あ るTheseusは,世Yこ はび こる不正 を征服し,人 民の上Y'平 和 と秩 序を

もた らし,そ の生活は穏やかな平安 に満 ち盗れている。ち ょ うど,nobil-

ityを 失 い,相 争 うPalamonとArciteが,常 に混沌 と無秩序 の うちY'

生 きてい るの と対照的に。そ して彼 は,こ の2人 の上に秩 序を もた らそ う

と努め るのであ る。1人 の女をめ ぐっての,2人 の男の争 いは,永 遠 に続

く無秩序で ある。Theseusの 言 う通 り,E皿eleyは 「い くらお前 たちが永

遠に争お うとも,同 時に2人 の男 と結婚す る ことはで きない」(11.1835-

36)の で あ り,ト ーナ メン ト とい う手段 を とって,ど ちらか1人 が,

Emeleyの 夫 として選 ぼれね ばな らなか った。 そしてArciteの 勝 利 と死

とい う経過を経 て,Thesesは,こ の事件 に秩序 ある結末を もた らす。 万

民 の祝福 の うち に,Pala皿onとEmeleyは 結 ばれ,彼 らもまた,order

36



`AVerray
,ParfitGentilKnight'

の うちY',平 和 で,幸 福な一生 を送 ることV'な るのであ る。

I rede that we make, of sorwes two, 

 0 parfyt  boye, lasting ever-mo; 

                                 (11. 3071-3072)

以上 の よ うなTheseus像 を 見る限 り,我 々は この物語 ρ中で,い かに

人間のnobilityが,尊 い ものであ るが,ま た,そ れに よって,ど のよ う

に秩序 が もた らされ るか,と い うことが,強 く,繰 り返 し,強 調 されてい

る ことを知 らざるを得 ない。

今 まで見 て来 た ように,こ の騎士の物語は,す ぐれたcourtlyromance

の典 型 とい う・よ り,人 間のnobilityを 讃}あ げた,き らびやかな中世絵

巻 といえ よ う。CharlesMus(:atineは,そ の著ChaucerandtheFrench

Traditionの 中 で次 のよ うに言ってい る。

 The Knight's Tale is essentially neither a story nor a static picture, but rather a 

sort of poetic pageant. Its design expresses the  nature-of the noble  life,...The story 

is immediately concerned with those two noble activities, love and chivalry, but even 

more important is the general tenor of the noble life, pomp and ceremony, the 

dignity and power, and  particularly the repose and assurance with which the exponent 

of nobility invokes order. Order, which characterizes the structre of the poem, is 
                     (7) 

also the heart of its meaning.

この中世 絵巻の中央Y'据 え られ るのは,も ちろん,Theseusで あ り,彼

の上方,天 上 には,ギ リシアの神々が座 し,下 界 の人 間の上に,そ の力を

及ぼしている。彼 の下方V'は,PalamonとArciteが,互 いに争い合い,

彼 らの恋 の苦 しみ,血 を流 しての闘い場面な どが描かれ,絵 巻の残 りの部

分 は,Theseusめnobilityを 讃 え る;数 々の場面で埋め られ,一 幅 の,

非 常Y'均 整 の とれた,壮 麗 な絵巻がで きあが っている。 これがaverray,

parfitgentilknightの 語 る物語の世 界であ る。T70鋤5砌4Cが56ツ4θ や,

GeneralPrologueの,美 事な人間描写,性 格描写を知 る我 々は,こ の物語

その ものだけを と りあげて,そ の内容 を論 じては早計である。チ ョーサ ー

は,騎 士道 も,も はや色あせ,立 派な騎士 が,昔 の物語の中ぐらいに しか

37



`AVerray
,ParfitGentilKnight'

見 られ な くなった ような時代 に,理 想的な騎士 に,理 想的なnobilityの 物

語を語 らせ てい るのであ る。 この物語はCanterburyTalesと し・うframe

の 中で,立 派な礼節を身V'つ けた騎士 の語 る物 語 としてみ る時,初 め てそ

の生命を帯び るので ある。

注

'

(1)こ の 史 実 に つ い て は,W.W.Skeatの 注 に 詳 し い 。TheWorksofGeoffrey

Chaucer,Oxford,VolV,pp.6-8

② 「...大 体,古 い 時 代 の 文 学 作 品 は,こ うい うふ う に 既 存 の ポ ピ ェ ラ ー な 伝 説,民

話 や,さ て は ロ マ ン ス,英 雄 物 語 の た ぐ い か ら 歴 史 的 事 実 に い た る ま で が,い わ

ば,換 骨 奪 胎 す る か た ち で 提 供 さ れ る の が 普 通 で あ っ た 。_作 家 の 前 に ひ とつ の 完

成 さ れ た も の が あ っ て,こ れ に ど の よ5に 反 応 し て ゆ くか,そ の 中 に 何 を 確 認 し て

ゆ くか 。 中 世 に お い て は,そ うい う反 応 や 確 認 が 交 人 の 想 像 力 で あ る と考 え ら れ て

い た 。」 上 野 直 蔵,「 チ ョ ー サ ァ の 『 ト ロ イ ラ ス 』 論 」,南 雲 堂,1972,pp.i-a

(3)`...Althoughmanycriticshavestressed"defferences"inPalamonandArcite,

saying,forexample,thattheformeristhemorecontemplativeman,andthatthe

latteristhemanofaction,itseemstothepresentwriterthatChaucerhasplaced

hisownemphasisonsimilaritiesratherthanonanydissimilarities.'Muriel

Bowden,AReader'sGuidetoGeofj'reyChaucer,ThamesandHudson,1967,p.30.

(4)`ltistypicalofmedievalpoetry,andparticularlyofromances,topresentafict-

Tonalworldinwhicheverythingissuperlative....Theextremethusbecomesa

qualityoftheinventedworlditselfratherthanofanyparticularincidentwithin

it.'A.C.Spearinged.,TheKnight'sTale,Cambridge,1966,p.155,

(5)Ibid.,p.16

(6)nobleと い う形 容 詞 が,人 間 以 外 の 物 を 修 飾 し て い る 例 の1つ に,

Thatswichanobletheatreasitwas,

Idarwelseyeninthisworldtheynat.,

(11.1885-1886)(ltalicsmine)

が あ り,こ の`nobletheatre'が 円 型 で あ る こ と か ら(11.1887-1892),P.M.Kean

が,こ の 建 造 物 が くanexpressionofTheseus'abilitytoachieveaperfectlyordered

arrangement'で あ る と 言 っ て い る の は(TheArtofNarratiroe,RQutledge&

KeganPaul,1972、pp.21-22),`noble'『 ど い う語 に`order'のconnotationが あ る

こ と が 考 え ら れ て 興 味 深 い 。

(7)UniversityofCalifornia,1964,p.181.

な お,引 用 は,W.W.Skeated.,TheCompleteWorksofGeoffreyChaucer,

2nded.,OxfordYこ 拠 っ た 。
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